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研究成果の概要（和文）：福島県の東日本大震災の避難者と非避難者における認知症のリスク因子について、震
災前後の動向を明らかにした。震災後、特に避難者において、メタボリックシンドローム、高血圧、糖尿病、脂
質異常、肥満、循環器疾患等の疾患が増加しており、身体活動、睡眠、飲酒等の生活習慣が影響していた。それ
らの疾患や、良くない生活習慣の増加は震災後長期にわたって継続していた。それらの生活習慣病について、ポ
ジティブな介入による効果が一定程度あることが明らかになった。生活習慣と認知症との関連や動向について、
今後さらに継続して解析を進める予定である。

研究成果の概要（英文）：We investigated the pre- and post-disaster trends in risk factors for 
dementia among evacuees and non-evacuees of the Great East Japan Earthquake in Fukushima Prefecture.
 After the earthquake, diseases such as metabolic syndrome, hypertension, diabetes, dyslipidemia, 
obesity, and cardiovascular disease increased, especially among evacuees, and lifestyle habits such 
as physical activity, sleep, and alcohol consumption were considered to be influential. The increase
 in these diseases and poor lifestyle habits continued for a long period of time after the 
earthquake. It was found that there was a certain degree of effect of positive intervention on those
 lifestyle-related diseases. We plan to continue further analysis of the relationship and trends 
between lifestyle habits and dementia.

研究分野：疫学・公衆衛生
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症の発症要因として生活習慣や生活習慣病が報告されている。さらに、不安やうつなどの心理的な要因や社
会的参加などが影響することも近年明らかになりつつある。これまでに、NDBデータを用いた大規模な認知症発
症動向を検討した研究は見当たらず、大規模災害前後の認知症発症動向やそのリスク要因の動向について経年的
に調査した研究はなく、今回が初めてとなる。加えてその予防策としての複合的介入の効果も検討し、社会的に
も、新たな大規模災害の備えとしても重要性が高く意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究開始当初の2020年は2011年の東日本大震災から9年経過していた。大震災において、
地震、津波による被害に加え、放射線被害を受けた福島県住民においては、最大約16万
人、現在でも約4万人が避難を余儀なくされた。震災後、8年にわたる県民健康調査の結
果、震災の影響で高血圧、糖尿病、脂質異常、肥満、メタボリックシンドローム、肝機能
異常等、生活習慣病の有病率が増加し、健康状態の慢性的な悪化が問題となっていた
（Asia Pac J Public Health, 2017, BMJ Open, 2017,他）。さらに、精神的にも精神的苦痛
や、トラウマ反応等が一般住民における割合に比べて高く、放射線のリスクへの不安等が
関連していることが報告されていた（Bull World Health Organ. 2015）。我々は、認知症
発症のリスク要因として、高血圧、糖尿病等の生活習慣が大きく関連することを明らかに
してきた（江口他、第26回日本疫学会学術集会 他）また、これまでに国内外の研究にお
いて、認知症の発症に不安、うつなどの心理的な要因（Routledge KM, et al,Cogn Emot, 
2016）が関連することも報告されていた。以上のことから、東日本大震災後の福島県にお
いては、生活習慣の変化や生活習慣病、放射線への不安や避難等のストレスによる精神的
苦痛やトラウマにより認知症発症が増加した可能性が考えられた。しかしながらこれまで
に大規模災害後の認知症発症動向について経年的に調査した研究はなく、そのリスク要因
や寄与割合の動向について経年変化を追跡した研究もみあたらなかった。 
２．研究の目的 
そこで、本研究では、大規模災害後、認知症は増加しているか。ということ、２つ目に、
震災前後の認知症発症に関連するリスク要因についても増加しているのか、心理的な影響
や生活習慣がどのようにかかわっているのかについて調査することを目的とした。 
さらに認知症や認知症に関連するリスク要因について、ポジティブな要因による複合的介
入により、予防的効果が認められるかについても検討課題とした。 
３．研究の方法 
１．対象は、福島県が実施する特定健診を受診した、40歳～74歳の地域住民約40万人
（2008年337,195人、2009年357,782人、2010年359,661人、2011年357,318人、2012年
376,125人、2013年386,302人、2014年408,489、2015年417,0712、2016年428,048人、
2017年439,683人）。2008年から2017年における各年の認知症リスク要因について福島県
内の医療機関におけるレセプト情報より有病率を算出し、その動向を確認し、生活習慣と
の関連を検討した。また、その動向が男女別、年齢階級（40, 50, 60, 70代）別、避難区域
と非避難区域の別、地域別（浜通り、中通り、会津地方）においてどのように異なるかを
比較した。また、避難区域を含む、双葉町、浪江町、楢葉町においては、地域住民5,000人
を対象として、詳細な健診を実施し、生活習慣とリスク要因との関連を検討した。さら
に、ポジティブな要因による複合的介入により、認知症発症の予防効果を検証した。 
 
４．研究成果 

１．メタボリックシンドローム 
2008 年～2017 年の観察期間を通じて有意に増加し、特に避難地域にてその増加が顕著であ
った。年齢・性別調整有病率は、避難地域では 2010 年の 16.2％から 2012 年には 19.5％（有
病率比＝1.21）、2017 年には 20.4％と有意に増加した。その他の地域では、沿岸部が 17.9％
（2017 年）と最も高い増加率を示し、次いで中部地域が 16.5％（2017 年）、山間部が 18.3％
（2016 年）であった。これらの増加は、特に男性と高齢者で高かった 1。 



図. 震災前後のメタボリック
シンドローム総有病率（2008
～2017 年度）。福島 4 県と
全国平均の震災前（2008～
2010 年度）と震災後（2011
～2017年度）のメタボリック
シンドローム有病率の推移。
基準期間（2008～2010 年度）
と比較したメタボリックシ
ンドローム有病率比の有意
差を＊で示す。 

２．脂質異常 
有病率は全体的に増加し、特に避難地域では 2011 年度以降に急増した。避難地域では対照
地域と比較して脂質異常症であることの性・年齢調整オッズ比（95％信頼区間）は、2008～
2010 年度では 0.95（0.93～0.97）であったが、2012～2014 年度では 1.13（1.11～1.16）、
2015～2017 年度では 1.12（1.09～1.14）と増加し、高止まりした 2。 
３．肥満と糖尿病 
肥満割合は、震災後 2011、12 年にすべての地域で増加し、その後、減少しておらず、性別、
年齢にかかわらず、避難地域において増加が顕著だった。2010-12 年の割合の変化は、避難
地域の男性で 33.5 から 38.4%、女性で 26.5 から 30.1％、APCは期間全体（2008-2017 年）
で男性で 7.0（2.7－11.5）、女性で 6.2(3.2-9.3)で、変曲点はなかった。糖尿病割合は、震災
後、避難地域以外では緩やかに増加したが、避難地域では、2013 年まで急激に増加し、そ
の後緩やかに増加した。避難地域における 2010-13 年の割合の変化は、男性で 11.8 から
14.9％、女性で 5.7 から 8.5％、APCについて、男性は期間全体で 3.3（1.7－4.9）、女性は、
2010 年に変曲点があり（ｐ＝0.02）、2010－17 年で 0.9（－0.2－2.1）であった。避難地域
での糖尿病割合の増加は特に 60 歳以上において顕著で、2010-13 年に 11.4 から 15.9％に
増加した 3。 
４．高血圧 
震災のあった 2011 年に沿岸部、中部、避難地域で高血圧の割合が増加し、避難地域で
の有病率の変化は特に男性で顕著で、男性で 2.3 ポイント、女性で 1.7 ポイント増加し
た。避難地域での高血圧有病率は、女性では 2013 年に元の水準に戻ったが、男性では
4 地域すべてで 10 年間を通じて有意な上昇傾向が認められ、避難地域での平均 APC
（95％信頼区間）は 0.8（0.2-1.4）であった。年齢層別による有意差はみられなかった
4。 
５．震災後の疾患構成 
震災発生直後、ICD10 分類中避難者で有意に増加していたのは、「代謝障害」「高血圧性疾
患」で、高コレステロール血症、高脂血症、高尿酸血症、脂質異常症、高血圧症であった。
また、避難者における新規発症病名件数は、2012 年以降もピーク時の約 60%を推移してお
り、2014 年以降は 60 歳以上の避難者において、新規発症病名件数が増加傾向にあった 5。 
 上記1－5にて報告した疾患には生活習慣が震災後の生活習慣が大きく関連してい
た。 
６．飲酒 



女性の過度の飲酒者の割合は、調査したすべての地域で震災後に増加した。過度の飲酒と高
血圧の発症との関連は、すべての地域の男女で判定されたが、避難地域の女性でより強く、
高血圧の発症に対する性・年齢調整 HR は、震災前の過度の飲酒で 1.41、震災後の過度の
飲酒で 2.34、震災前後の過度の飲酒で 3.98 であり、震災前後で過度の飲酒をしなかった場
合と比較すると、震災前の過度の飲酒で 1.41、震災後の過度の飲酒で 2.34、震災前後の過
度の飲酒で 3.98 であった 6。 
7．栄養 
震災後、野菜食スコアの高い群では、をよく食べている人では、腎機能障害や慢性腎臓病の
発症のリスクが低かった 7。 
８．睡眠や運動 
これらの報告のほか、震災後の活動量や、睡眠の質の低下等が明らかになった（論文執筆
中）。 
さらに、これらの生活習慣や生活習慣病に対して、ポジティブな因子が有効である

可能性を示唆した 8–10。 
９．笑い（疫学調査） 
東日本大震災後、毎日笑う人はそうでない人に比べ、男性では高血圧（HT）、糖尿病（DM）、
心臓病（HD）、女性では高血圧（HT）、脂質異常症（DL）の多変量オッズ比が有意に低
く、特に男性避難者において顕著であった。男性におけるHT、DM、HD（非避難者対避難
者）の多変量オッズ比（95％信頼区間）は、1.00（0.89-1.11）対 0.85（0.74-0.96）、0.90
（0.77-1.05）対 0.77（0. 64-0.91）、0.92（0.76-1.11）対 0.79（0.63-0.99）であり、女性の
HT と DL はそれぞれ 0.90（0.81-1.00）対 0.88（0.78-0.99）、0.80（0.70-0.92）対 0.72
（0.62-0.83）であった。 
10．笑い（介入） 
総合的な笑いプログラムは、HRQOLの平均体重（p = 0.008）、BMI（p = 0.006）、主観
的ストレス（p = 0.004）、主観的幸福感（p = 0.002）、楽観性（p = 0.03）、身体的要素要
約（PCS）スコア（p = 0.04）を有意に改善した。地域、性、年齢によるBMI と主観的スト
レス得点の平均変化についても同様の傾向がみられた。さらに、BMI の変化と PCSの変化
には有意な負の相関がみられた（p = 0.04）。 
以上のように震災後、様々な認知症のリスク因子が増加し、そのリスクは特に避難

を経験したものにおいて高く、その後継続していることが明らかになった。避難が継続して
いる東日本大震災については、長期的な支援が必要であることや、その後の介入方法につい
て、ポジティブな介入が有効である可能性を示唆した。 
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